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今
回
か
ら
経
験
年
数
３
年

程
度
の
若
手
鑑
定
人
を
想
定

し
た
研
修
（
旧
ス
テ
ッ
プ

Ⅰ
）
は
「
ベ
ー
シ
ッ
ク
研

修
」
と
し
て
基
本
８
科
目
に

絞
っ
て
整
備
し
、
会
場
集
合

型
で
の
運
営
と
し
た
。
一

方
、
経
験
年
数
５
年
程
度
以

上
の
中
堅
鑑
定
人
を
想
定
し

た
研
修
（
旧
ス
テ
ッ
プ
Ⅱ
）

は
「
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
研
修
」

と
し
て
専
門
10
科
目
を
設
定

し
、
全
て
ウ
ェ
ブ
配
信
に
よ

る
運
営
と
し
た
。
従
来
は
両

研
修
と
も
、
全
科
目
を
受
講

す
る
必
要
が
あ
っ
た
が
、
今

年
度
か
ら
単
科
目
で
の
受
講

も
可
能
と
し
、
経
験
年
数
や

受
講
歴
等
に
関
係
な
く
、

「
興
味
あ
る
科
目
」
を
「
希

望
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
」
で

「
繰
り
返
し
」
受
講
す
る
こ

と
が
可
能
な
体
系
へ
と
変
更

し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

特
に
ウ
ェ
ブ
形
式
に
よ
る
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
研
修
で
は
、
単

科
目
受
講
制
度
が
積
極
活
用

さ
れ
、
多
く
の
鑑
定
人
の
受

講
に
つ
な
が
っ
た
。
講
師

は
、
協
会
内
の
経
験
値
が
高

い
ベ
テ
ラ
ン
鑑
定
人
に
加

え
、
領
域
に
よ
っ
て
社
外
専

門
家
も
招
き
、
専
門
性
の
高

い
講
義
の
提
供
を
行
っ
た
。

　
ベ
ー
シ
ッ
ク
研
修
は
、
７

月
11
日
か
ら
14
日
の
４
日

間
、
損
保
会
館
大
会
議
室
で

行
わ
れ
、
33
人
が
受
講
し
た

（
８
月
上
旬
に
ウ
ェ
ブ
で
オ

ン
デ
マ
ン
ド
配
信
）
。
科
目

は
、
①
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

・
倫
理
規
定
（
は
な
ぶ
さ
法

律
事
務
所
）
②
火
災
保
険
約

款
の
基
礎
（
㈱
名
鑑
）
③
賠

償
責
任
保
険
約
款
の
基
礎

（
㈱
内
山
鑑
定
事
務
所
）
④

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基

礎
と
ス
ト
レ
ス
へ
の
向
き
合

い
方
（
㈱
東
京
海
上
日
動
Ｈ

Ｒ
Ａ
）
⑤
建
物
の
鑑
定
実
務

（
㈱
ア
ス
カ
総
合
鑑
定
）
⑥

建
物
積
算
の
基
礎
（
〈
一

財
〉
経
済
調
査
会
）
⑦
マ
ン

シ
ョ
ン
に
お
け
る
保
険
事
故

の
鑑
定
実
務
（
㈱
三
和
鑑
定

事
務
所
）
⑧
動
産
の
基
礎

（
㈱
内
山
鑑
定
事
務
所
）
。

同
研
修
の
冒
頭
で
は
、
太
田

会
長
が
鑑
定
業
界
の
変
遷
に

つ
い
て
講
話
を
行
い
、
受
講

生
で
あ
る
若
手
鑑
定
人
に
対

し
、
業
界
の
歴
史
と
損
害
鑑

定
人
の
存
在
意
義
、
同
協
会

の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て

説
明
し
た
。

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
研
修
は
、

６
月
の
毎
週
金
曜
日
（
の
べ

５
日
間
）
に
行
わ
れ
、
の
べ

７
７
１
人
（
１
科
目
平
均
77

人
）
が
受
講
し
た
。
科
目

は
、
①
約
款
解
釈
：
火
災
保

険
編
（
㈱
名
鑑
）
②
約
款
解

釈
：
賠
償
責
任
保
険
編
（
㈱

内
山
鑑
定
事
務
所
）
③
建
物

積
算
の
基
礎
耐
火
建
物
編

〈
マ
ン
シ
ョ
ン
共
用
部
〉

（
〈
一
財
〉
経
済
調
査
会
）

④
建
物
の
火
害
診
断
お
よ
び

補
修
・
補
強
方
法
指
針

（
〈
一
財
〉
日
本
建
築
総
合

試
験
所
）
⑤
火
災
事
故
原
因

調
査
の
方
法
（
東
京
消
防
庁

Ｏ
Ｂ
）
⑥
部
下
・
後
輩
育
成

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と

鑑
定
業
務
に
お
け
る
交
渉
ス

キ
ル
（
㈱
東
京
海
上
日
動
Ｈ

受
講
者
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ
し
た
内
容
に

ＡＳＣ研修の様子

日
本
損
害
鑑
定
協
会

Ａ
Ｓ
Ｃ
研
修
実
施

現
場
実
務
に
則
し
た
体
系
に
改
編

　（
公
社
）
日
本
損
害
鑑
定
協
会
は
、
会
員
所
属
損
害
鑑
定
人
向
け
の
技
能
向
上
取
り
組
み
で
あ
る
Ａ
Ｓ
Ｃ
（A

dju

stin
g
S
k
ills
C
olleg

e
）
研
修
を
、
６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
開
催
し
た
。
同
研
修
は
、
会
員
所
属
の
損
害
鑑

定
人
に
は
、
体
系
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、
高
度
な
技
術
力
・
高
い
信
頼
性
・
分
か
り
や
す
い
説
明
力
な
ど
の

業
務
ス
キ
ル
を
獲
得
す
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
と
い
う
認
識
の
下
、
高
い
鑑
定
品
質
を
備
え
た
鑑
定
人
の
育
成
と
技
術

支
援
の
た
め
開
催
し
て
い
る
も
の
。
今
年
度
か
ら
は
、
よ
り
現
場
実
務
に
則
し
た
も
の
と
す
る
た
め
、
体
系
を
大
幅

に
改
編
し
て
実
施
し
た
。

Ｒ
Ａ
）
⑦
機
械
・
設
備
装
置

の
鑑
定
実
務
と
調
査
ポ
イ
ン

ト
（
㈱
三
和
鑑
定
事
務
所
）

⑧
モ
ラ
ル
リ
ス
ク
（
あ
お
ぞ

ら
総
合
鑑
定
㈲
）
⑨
災
害
復

旧
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
（
リ

カ
バ
リ
ー
プ
ロ
㈱
／
ベ
ル
フ

ォ
ア
ジ
ャ
パ
ン
㈱
）
⑩
財
務

諸
表
の
見
方
と
休
業
損
害

（
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
　
Ｄ
Ｒ
Ｉ

Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｌ
＆
Ｄ
Ａ
Ｍ
Ｉ

Ｃ
Ｏ
㈱
）
。

　
教
育
研
修
委
員
長
の
岩
泉

理
事
は
、
「
こ
れ
ま
で
は
受

講
要
件
と
し
て
コ
ー
ス
ご
と

の
全
科
目
受
講
を
課
し
て
い

た
が
、
受
講
者
ニ
ー
ズ
を
踏

ま
え
一
切
の
制
約
を
外
し
誰

で
も
ど
れ
で
も
受
講
可
能
と

し
た
。
結
果
、
受
講
者
数
は

倍
増
し
て
お
り
受
講
機
会
を

増
や
す
目
的
は
達
成
で
き

た
。
ま
た
、
内
容
面
で
も
昨

年
度
か
ら
研
修
委
員
に
よ
る

全
科
目
オ
ブ
ザ
ー
ブ
を
実
施

し
、
受
講
者
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ

チ
し
た
内
容
に
な
る
よ
う
講

師
と
の
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね

て
き
た
。
テ
ー
マ
や
講
義
内

容
に
つ
い
て
は
今
後
も
ブ
ラ

ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
重
ね
、
鑑

定
人
目
線
で
真
に
必
要
な
知

識
の
習
得
が
で
き
る
よ
う
に

進
め
て
い
き
た
い
」
と
し
て

い
る
。

　
協
会
で
は
、
両
研
修
の
上

位
研
修
と
し
て
、
ア
ド
バ
ン

ス
研
修
（
従
来
の
ス
テ
ッ
プ

Ⅲ
と
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
研
修
に

相
当
す
る
も
の
）
を
夏
季
以

降
に
複
数
企
画
し
て
お
り
、

よ
り
専
門
的
で
か
つ
品
質
の

高
い
講
義
の
提
供
に
努
め
て

い
く
と
し
て
い
る
。


